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ルソン島の陸稲栽培とその環境

ー事例調査一

古 JI [ 久 雄
＊

I は じ め に

フィリビンの稲全栽培面積は1960年の統計で約273万ヘクク ー ル， 内19％の

54万ヘククールが陸稲栽培面積である(Bureau of the Census and Statistics 

1960: 17J。 1972年の統計では全栽培面績が324万ヘククールにふえ， 陸稲面

積は36万ヘクタールにやや減少している(IRRI 1975 : 5J。 この面積は焼畑

(kaingin)と常畑の両者を含む。 ルソソ烏での分布はタアール(Taal)火山

を中心とするバタンガス(Batangas)州， 丘陵から火山山腕での栽培が広いビ

コール(Bicol)地方に集中する。ルソ ‘ノ島以外ではミンダナオ(Mii1danao)島，

パナイ(Panay)島がこれに次ぐ。

パクンガス州の陸稲栽培は殆んどが火山性のゆるやかな台地や火山山腹の常

畑で行なわれ畝立て・散播・中耕・除草という独特の栽培方式をもつ。 一般に

トウモロコッ， クマネギ， ニソニク， 豆類， 野莱との輪作やまた甘庶との輪作

が行なわれる。 これらの常畑のふちどりにはココヤツが植えられ遠望すると一

面のココヤツ園地帯に見えるが，接近するとその下で集約的な輪作栽培が展開

されている。 ココ ヤシに代ってコーヒー（アラビカ種が多い）ーパパイヤ ーバ

イナップルと樹高の異なる作物を混作し立体的な空間利用を行なう場合も， 植

替期や幼木期等比較的樹冠のまばらな園地では陸稲栽培がしばしば行なわれ

＊ふるかわ ひさお，京都大学東南アジア研究センク ー
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第1図

D!WSIOH (1975)による。

ルソン島の月別降雨益分布
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る。

火山台地は透水過多であり， また丘陵も水利の便が悪く， 水稲栽培が不可能
であることが陸稲栽培を現在も継続させている理由である。作季はしたがって

降雨の年間分布に支配される。第 1 図にルソン島の18地点における降雨バクー

ンを参考までに示した。大づかみに見ると降雨パクーソは2種に分かれる。 ひ

とつは南西モンスーンによる夏雨が卓越する西岸型気候区で， これは6月から

10月に雨が集中し， 11月から 4 月まで明瞭な乾季をもつ。 もうひとつは北東モ

ソスーソによる冬雨が卓越する東岸型気候区であり， 10月から 1 月に比較的降

雨が槃中するが南西モ‘ノスーンの時期にも 100俯絨を超える雨があり乾季はやや

・不明瞭である。

西岸型気候区ではしたがって陸稲安｛乍季は6月から 10月に集中する。水稲の

主作季もこれに一致する。東岸型の場合は10月から 1 月ないし 2 月までが作季

となるがかなりの変動幅をもつ。高地では一般に雨最がます傾向があり作季の

幅は低地よりもひろがる。

このような気候区のちがいは稲以外の作物景観にも強く影響し， 東岸気候区
のケ ‘ノン (Quezon)，カマリネス・ノルテ及びスール (Camarines Norte, Cam�

arines Sur) 及びアルバイ (Albay) の諸州ではココヤツの 分布がきわめて広

いが， 西岸気候区のイロコス・ノルテ及びスール (Ilocos Norte, Ilocos Sur),

中央平原の諸州， ラグーナ ((Laguna) 及びパクソガスの諸州には甘庶の分布

がきわめて広い。

Ilバタンガスの散播中耕陸稲

1. クアール湖周辺の火山地形
バクンガス及びラグーナ州には新旧多数の火山群がある。第2図にこの地域

の地形と土地利用の概略を示した。 地形の骨格はラグーナ湖， クア ー ル湖の陥

没火口湖をもつ大きなカルデラ火山により作られている。 タア ール火山はレガ

スピー（Legazpi) のマヨソ (Mayon) 火山と並ぶ活火山であり最近には1968
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年に噴火活動を行ない降灰があった。 火口湖をとりまく火口壁は西側及び北側

では600叫東側で200m, 南側ではlOOi雌1前後の高度をもつ。 北側の火山山腹

はマニラ湾までの 40k加の間にきわめてゆるやかに高度を下げる火山台地地形

を作っている。 こ の台地面を流下する川は垂直に深く基盤に切りこみ， 中腹で

は谷の深さは209nに達する。東及び南側の火山台地はリバ(Lipa)市を分水界

とし， 高度 300m 前後から北東のラグーナ湖及び南西のバクンガス市へ次第に

高度を下げるが， 地形の開析はやや進行している。

基盤は火山岩の巨礫を含む火砕流堆積物であり， 表面を固結した厚い火山灰

流が覆っている。 その組成は石英を殆んど含まず， 長石を主体とし軽石の細礫

をまじえた優白•安山岩質の火山灰流である。 こ の火山灰流が複色のローム質

土穣を覆っている場合がしばしば見られ， 火山灰流の堆稲は休止期を伴いつつ

継続的に形成されたものであろう。

このような浸透性の大きい基盤をもつ火山地形の故に降水は速やかに土層に

浸透し， 表面流は殆んどなくかんがいはむつかしい。火山山腹の上・中部は一

面に畑作地帯である。水田は北側斜面では高度 200飢以下に初めて現われる。

東斜面には水田は全くなも南斜面では沿岸低地に陸田的な水田が小規模に分

布するのみである。

クア ー ル火山台地はその東縁に明瞭な崖をもち， その東にはラグーナカルデ

ラの陥没火口原がひろがる。 力 ‘ノルバソ(Canluban)周辺の波状地には甘庶の

分布が広いが， ラグーナ湖よりの平坦地ではカランバ(Calamba)以北に河111

かんがい及び深井戸かんがいによる水稲 2 期作地帯が広い。

2. 陸稲栽培法

以下にいくつかの事例で栽培法の概況を示そう。

(1) クア ー ル湖北の高原的火山台地

クガイクイ(Tagaytay)市周辺の波状高原地帯にはクロポク土の帯が2k”

程の幅で分布する。 クガイタイ市のロークリ ー から西へ1.5km地点での聞きと

りは以下のとおりである。
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5 月に牛一頭びきの型とまぐわで耕起・砕土を行なう。型は長床型であり，

まぐわ�i kalmot といわれる種類で第 3 図(a)に示すものである。長さ15c1ルの釘

を17cm間隔で厚板に 8 本打ちこんで歯秤とし， その厚板を 3 本並べている。 5

月末から 6 月初旬に乾燥籾をヘククール当り lOOkfJ 程度散播する。散播の方法

は海水散播の場合程ばらまきではなくてやや筋状にまとめるけれども条播とい

う程きっちり筋播きするものではない。幅の広い条播に近い散播といえるもの

(b) 

M

(a) kalmot

15cm長の釘を打ちこんで町1:｀し．する 3

(b) [illld0
スプーン状の歯ff (l9(l11g(l)は37cm長、25cnll!Ill；；ぷ：こ5本装湘

している ，，

(c) parag(）．ゞ

竹を70cm長に切り揃ぶ枝を15cmでUJ :, ． lて；ふその枝

が歯{fとなる。 紺辺70cm, 、長辺120cmに組みあげる。 こ

の1·x1は天地が逆に示されている。長辺を1}暉iにして先：りl
する e

第3図 陸稲栽培の地拒え用農具
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である。散播後再び kalmot をかけて覆土する。発芽して 2 C1Jl位に苗立ちした

段階でもう一度梨を浅くかけて低く畝を立てると同時に畝間の苗を畝よせし，

除草効果をも狙う。 その後雑草はあまり多くないが1回程度は除草を行なう。

それは小さなくさかき器 (dulus) で行なう。 10月中旬に鎌で根元から刈って

収穫する。 品種は binirhen, buluhan, malaket （モチ米）等である。 収批は

60カバン (cavan) =2. 6 トソ／ha程度である。

作付作物ほしかしこのクロボク土地帯では毎年変り， 陸稲を植付けずトマ

ト， 甘藷， 大根等をしばしば植える。稲収穫後もまた各種の野菜を植付ける。

この地帯は高原野菜の供給地でもあるのである。

聞きとり地点の土は， ①40c,aまでは細粒状構造をもつ黒色 (lOYR%）埴嬢

土クロボク土層だが表層は次表層に比べやや退色している。®その下層は50~

70cmまで暗褐色 (7.5YR%）の軽埴土であり， 浮石及び岩滓の細礫が多く含

まれる。粘土化した岩滓は赤く染まり， 孔隙にその粘土が流れて被膜の形成も

見られる。③更に下層は浅黄色 (2.5Y%）の浮石風化層である。 ①， ③層の

乾燥仮比重はそれぞれ0.92及び0. 88, 水分容痰比は35％及び64％である。仮比

重は日本のクロボク土に比べるとやや重いが， 水分容稿の大きさは類似してい

る。 日本のクロポク土に比ぺ腐植の集積が低いといえる。

(2) クアール湖東の火山台地

タア ー ル湖とマレプニョ（Malepun yo) 火山との間にある波状の火山台地の

例を見よう。聞きとり地点は San Jose 13km 地点， リバ市近郊である。 ココヤ

シ， 甘庶畑と陸稲畑がいりまじる。

地招えは4月に始める。梨で耕起し， 普通のまぐわをかける。草が生えると

また行なう。 3回この作業をくり返す。 その後 lithao とよばれる畜力畝立て

・中耕除草具（第3図(b))で畝立てを行なう。 これは応地が南インドの畜力中

耕具として紹介している農具〔応地 1979: 13〕にやや似るが， 畝立て機能を

もっていることが異なる。 図に示すようにスブーン状の歯 (banga) が普通25

畑間隔で5 本装着されている。 banga はアナハウヤツ (anahau, Livistona 
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rotundifolia)の堅い材で作り， 中央部に縦に鉄片をとりつけている。歯の長

さは35虚前後である。 lithaoを一頭の水牛でひいて細い畝を立てる。 この時

歯と地表のなす角度は30 ° である。畝の高さは15CJtt前後である。 その後kina

nda, buluhan, dagge等の在来種を散播する。 やはり幅の広い条播に近い散播

である。 1981年の場合6月の第1週に播種した。 播種蓋はヘククール当り2.5

cavan= 110I«;-である。 直後にkalmotをかけて覆土し， 土の状態にもよるが

8日後にもう 一度lithaoをかける。 その後雑草の状況を見てもう一度kalmot

を畝方向に斜めにかけて除草を行なう。 これは同時に間引含をも行なう。収穫

は81年の場合10月19日に行なっていたが， 鎌も穂摘具も使わず， 数人の男が手

で穂の下から折りとっていた。 その時点で雑草はかなり多く，殊にitchy grass 

(Rottboellia exaltata)， メヒシバ(Digitaガaspp.)が目立っていた。収盤は

籾で普通60cavan=2. 6トン／haであるという。肥料は尿素を播種1カ月半後

と幼穂形成期に1 cavan=44kg./l氾ずつ施与する。 収穫後雨がくるようだとト

ウモロコシをまく。 この場合は型きおこして作条に点播する。

この地点の土は下記の土層をもつ。①表層20CJltは黒褐色(lOYR%）の塊状

埴瀕土で砕易である。 火山ガラスが多く， また細粒の浮石粒が含まれる。③そ

の下にはスキ床的なやや締め固められた層がある。③30cmから60mまでは暗褐

色(7.5YR%)の軽埴土であるが， 浮石粒が多くあわおこし状の外観を呈す

る。④60c.叫以下では細粒の浮石粒が増加し粘土被膜も形成され，（1）の③と似た

外見を示す。1981年10月19日の観察時点ではこの層は地下水の湧出が認められ

た。浮石粒を指頭でつぶすと粘土化が進んでいることが判るが， 砂粒大の粒子

のまま風化している。したがって透水性に関してはこの土層は砂層と同様に挙

動し， 表面水は速やかに浸透する。

J(inanda, dagge等の品種は短粒で籾表面に褐色の筋があり， 互いによく似

る。kinandaは籾長が6. 8111m, 幅3.39訊長幅比は2.1, フェノール反応マイナス

であっていわゆるジャボニカ的な稲である。やや粘りのある品質は高く評価さ

れている。

IR品種について聞くと， 耐旱性が在来種に比べて弱い， その理由はIR品種
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の根張りが浅いためという。また発芽後の地上部の伸長が遅く草に覆われてし
まうという。

以上がバタンガスの畝立て・散播中耕陸稲栽培の概要である。その技術の発

想の根本にあるのはやはり雑草とのたたかいであろう。乾季の末から周到な耕

転で草を殺し，畝を立てる。そこへかなり密に条播的に散播する。畝上で発芽
した籾は澗底の草に対し最初の段階で既に優位にある。きっちりした筋播きに

しないのは何故か？ ばらまきにしてできるだけ稲の占有空間をひろげる方が

草抑えに有利ということではなかろうか。といって完全な散播にすると中耕除

草時の籾のロスが多くなる。つまり，厚播きで草を抑える，中耕除草作業のや
り易さを確保する，籾のロスを抑える。ここに畝立て・散播中耕技術の狙いが

ある。そして稲品種は苗立ち後すばやく伸びて草の上に出る，しかも根張りの

深い耐旱性品種が選択されてきている。今の処私はこのように考えている。

中耕除草による除草効果は高いというが， 1981年のように夏期の乾燥が続い

た年には相対的に雑草が優勢となる。その場合の有害雑草は前記のもの以外に

Celosia argentea� Echinochloa spp. が多い。

収壼は60,..._,lOOcavan/ ha 程度だが，土の条件がよく，施肥と除草を充分に行
なって大変高い収蓋をあげている場合もある。次にその例を見よう。

(3) 崩稲低地
，，ミクンガス市から西へ向い クアール， レメリ (Lemery) の町をすぎると

クア ー ル火山群のひとつバトゥラオ (Batulao) 山の山糀部にかかる。緩傾斜

の山麓斜面には甘蕪の栽培が広い。沿岸部の狭長な低地は砂質な崩積堆積物で

ある。そこには低い畦で囲まれた陸田が続く。マティンガイン (Matingain)

村での聞きとりは次のとおりである。

4 月から 5 月にかけて梨，まぐわかけを 3 回くり返す。 5 月末から 6 月初め

に lithao で25C1"間隔に細い畝を立てる。既述の様に散播し直後にバナナの茎

(Pitis) を畝に平行にひいて覆土する。 2 週間後苗立ちしたところで普通の

まぐわを畝方向に45
° の角度でかける。これで除草と間引きを行なう。 1 か月
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後に lithao を 2~3 回かけて元の畝を立て直すと共に除草を行なう。 2 か月

後に更に手除草を行なう。 10月中旬に鎌で中高に刈る。 たたきつけ法で脱穀

し， 残った稲藁ほ水牛の飼料用に保存する。稲収穫後梨きおこして敷藁をし，

クマネギを植える。

土は①18CJJtまで黒褐色 (lOYR%）の細砂嬢土であり， きわめて砕易。 ®18

~30CJルしまやや堅硬で梨床となる。色， 土性は変らない。③60CJJI,までは再び砕易

な細砂猿土。④60cm以下はやはり黒褐色 (lOYR%）のシルト質捩土で， 地下

水位に近く多湿である。土の状況からも判るようにこの陸田は決して湛水しな

い。畦は湛水用ではなくて区画の為である。

この地域の農家は散播中耕法という伝統的農法の中にいくつかの技術刷新を

加えている。第一の点は多肥である。播種1か月後に尿素をヘククール当り5

cavan, 2 か月後， 3 か月後にも 3 cavan ずつ 合計llcavan=480kg 施肥す

るという。この数字にはやや疑問も残るが， ともかく他の事例に比べると断然

多盤の施肥を 行なっているらしい。 第二の点ほ？niragttrosa 等の古い品種以

外に肥効の高いC4品種を使っている。 散播醤は4 cavan=I76切／luz と大変厚

播きであるが収蓋も150cavan= 6. 6 トン／lzaときわめて高い。

この多収ほ適当な水湿状態を保つ砕易な砂質撰土の基盤に加えて， 厚播きを

すること， 透水性がいいのでいわぼかけ流し的に施肥できること， 丁寧な除草

作業を行なうこと等によって成立したものでやや特殊ではあるが， しかし散播

陸稲での多収の可能性を示すひとつの事例として貴重なものと思われる。

3. 陸稲栽培から水稲栽培ヘ

タア ール火山の北からマニラ湾へのぴるゆるやかな 火山台地には高度200m

以下に水田が出現することを先に述べたが， この火山台地上には散播陸稲から

散播水稲へ， 更に移植水稲への変化が見られると同時にその変化の生じえない

限界立地も示されている。

高原部のクロボク土地帯では散播中耕陸稲栽培が行なわれる。北へ徐々に下

ると土はやがて風化の進んだローム質の褐色土になる。 この地帯は先述のよう
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にココヤシ， コー ヒ ー ， パパ イヤ， パイナップルを混植するプランテーショソ

地帯である。その中にも 散播陸稲のプロットが点在する。 ツラソ(Silang)を

過ぎるとマンゴ園が広いが， マンゴの木の下にも陸稲が栽培されている。 やが

て高度 200加前後で低い段をもつ水田が現われる。 ハ イウェイからテルナテ

(Ternate) へ西に折れる道は陸稲と水田地帯の境を走る。 IOm前後の起伏を

もつゆるやかな波状地形である。 10km進むとトレース・ マルチネス (Trace 

Martines) の村である。 ここでの聞きとりは以下のようなことである。

水田は NIA (National Irrigation Agency) が台地を刻む川に小ダムを設

け， ここから取水した水でかんがいされている。 6週間苗を8月下旬に移植し

1月初旬に収穫する。現在の品種は高収危品種である。 5年後にはかんがい期

間を延長すると NIA が約束しているので， そうなれば二期作が可能になるだ

ろう。

ところで20年前にはこのかんがいはなかったという。 その頃は降水を貯めて

水田を湛水し， 梨とまぐわを 3 回かけて代かきを行ない， 6, 7 月に倣芽籾を

散播した。品種はwagwag, elon-elon 等の seasonal rice （感光性の強い品種）

であった。 1 か月後に 1 回除草し， 11月から12月に穂摘ナイフで収穫した。12

月には水がなくなり土は乾く。乾季には土に大きな亀裂が生じる。土は褐色の

軽埴土である。

この移植一期作地帯を更に下るとやがてポンブ小屋の点在する水田地帯に移

り変る。そこはポソプ揚水や刻みこみの浅くなった川から取水した水でかんが

いを行ない IR 品種を使って二期作を行なっている。 キャビテ（Cavite) ー タ

ガイクイ道路では一期作地帯との境界は高度50m前後である。ボソブは1960年

代後半から入り始めたようである。 これはラグーナ湖沿い陥没火口原の二期作

地帯でも同様である。 共にそれ以前は seasonal rice の一期作地帯であった。

最近の技術変化をとり除いて上記の変化系列を要約すると次のように言え

る。降水がすべて浸透する高原部から中流部では散播陸稲栽培が現在も行なわ

れているが， 降水による表面湛水が可能な下流上半部では最近迄湛水散播 が行

なわれていた。降水に加えて川水かんがいが可能な下流下半部では移植栽培が
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行なわれていた。

下流上半部の湛水散播水稲はふた通りの来歴が考えられる。下流下半部の移

植稲が水不足地帯へ適応する形で拡大したのか， それとも散播陸稲栽培が表面

湛水地帯で変成したのだろうか9 この判断にはこの地域でのかんがい移植栽

培の古さに関する資料を必要とする。残念乍らこれについての適切な資料を私

は持っていないのだが， イロコス諸州を除くとルソン島のかんがい稲作の歴史

はきわめて新しいと考えているので， 後者の解釈をとっている。 つまり火山台

地全面に陸稲栽培が最近まで行なわれていたが降水による表面湛水の生じる部

分では泄水散播が， 流入水のえられるところでは更に移植栽培への変化が生じ

たという仮説を抱いている。

以上に述べたバタンガスの陸稲栽培は火山地形の立地に依存し乍ら巧みにそ

れを生かした形態をもっている。それは掘捧による焼畑点播陸稲から梨耕によ

る移植水稲までの進化体系の中で梨・把耕による散播陸稲という分岐肢を示

す。透水過多の火山地形に起因する立地的な極相(edaphic climax)を形成し

て安定している。いったん成立したこの技術はバタンガスから他地方への人の

移動と共に移転され， 異なる稲作技術をもつ集団の中で民族的同一性を浮き出

させている場合も多い。そのような例はビコール地方の丘陵・台地や火山山腕

におけるバクンガス移民の村にしばしば見られる。 それでは逆に非バクソガス

的な陸稲栽培はどのようなものか？ 対照としてカガヤソ河谷の例を簡単に見

ておこう。

III カガヤン河谷の陸稲

カガヤン河谷は北部ルソンに長く伸びたトラフ（陥没帯）で， カガヤ ‘ノ川の

作った段．斤地形によって特徴づけられる。近代的t且腿業開発はごく最近の現象

であって， 元来[ban邸Itawis, Gaddang等の諸部族がカガヤ ‘ノ川の自然堤

防や雨季には冠水する洪函地(active flood plain)で主に陸稲といウモロコ

シを栽培していたと思われるが， スペイソ人の侵入以来そこにクバコ栽培がつ
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け加わり， その高収益性は殊にイロコス海岸からイロカノ (llocano) の移住
を促す。その流入は1920年代後半にピークに達し，1940年代まで続く(LEWIS

1971 : 28-37J。 これらのイロカノ移民はかんがい稲作を同時にもたらすのだ
が， かんがい地帯として最も古いヌェヴァ ヴィスカヤ (Nueva Vizcaya) 州

のバョソポン (Bayombong) にあるSan Vicente 水門も 1889年の建造であ
り， NIA のかんがい組織は1950年代以降のことである。 水稲栽培に関してま
だフロンティアであるこの地帯には随所に古い時 代の稲作法が受けつがれて残
っている。

陸稲栽培は大別すると 3 種の地形的位置で行なわれている。ひとつはカガヤ

ソl[1の自然堤防及び洪涵地の常畑陸稲，ひとつはイラガン(Ilagan)以南に広

い高位段丘および丘陵地の常畑陸稲， ひとつは山地斜面の焼畑陸稲である（第

4 図参照）。カガヤン河谷の降雨パクーソは東岸型に類似し， 1 月から 4 月の乾

季も西岸型程厳しくはない。水稲，陸稲共に作季の幅は広い。

1. 洪涵地 (active 丑ood plain) の陸稲

カガヤ‘ノ川はトゥグェガラオ (Tuguegarao) の北に狭窄部があり雨季には

そこで堰きあげられた水がしばしば大洪水をひきおこす。したがってトゥグェ
ガラオからイラガンまでの中流城には active flood plainが発達する。 そこは

乾季には最大幅5kmに逹する広い川原であり， 重要な農地となる。 雨季には

冠水し川筋となる。

洪涵地の陸稲栽培の例をイラガンの北， アラギガ (Alagiga) 村に見てみよ

う。
土は①50c昴までは褐色 (IOYR%）の細砂嬢土，③50,....,lOOcmは褐色 (lOYR

％）のシルト質嬢土である。樅造も殆んど生じておらず廊植も集積していない

若い堆積物である。

乾季末期に梨とまくサっの一種 (paragos, 第 3 図(c)参照）で耕起・砕土を行

なう。地持えが終ると掘棒で穴をうがちトウモロコツを点播する。 20 日後にト

ウモロコツの間に籾を筋状に点播する。 品種は palawang といわれる早生種
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が多く使われる。播種時期は雨の状況によって 5 月から 7 月まで変動する。播

種後しばしば洪水がある。 1973年 9 月， 1980年10月には冠水は 4 切に達した。

こんな洪水時には収穫は皆無である。洪水後には数C1nの新しい砂がつもる。

トウモロコジは 3 か月で， 陸稲は10月， 11月に収穫する。収穫には鎌も穂摘

ナイフも使われる。 12月から 1 月に再びトウモロコッ， 落花生， ササゲを掘棒

で点播する。洪面地は砕易な砂質土， 適当な水分状態， 新しい沈泥の頻繁な堆

糠 旱天続きにも三日月湖 (ox-bow lake) から水を運ぴ易いなどの理由で肥

沃な農地と評価されており， トウモロコシ， 落花生， クバコ等の集約的な栽培

が行なわれる。 しかし洪水害を受け易く収穫が不安定である。したがって殆ん

どの農民はこれより 3~41n 高い低位段丘の水田で水稲を栽培して収穫を安定

させる努力を行なっている。

2. 高位段丘の散播中耕陸稲

カウアヤン (Cauayan) の町の南の高位段丘には散播中耕陸稲が見られる。

カウアヤソから 10.4km 南下して東へ折れると初めはチガヤ， タラヒプ (tala

hib, Saccharum spontaneum) の草原であるが次第に陸稲畑がふえる。 2.5km

の地点でのききとりは 次のとおりである。 その前に土を見ると①にぶい褐色

(7.5YR%）の砂壌土が30cm, ⑨その下に球状鉄結塊がプドウの房状に固結

したラテライト層が30m ， ③その下層は灰白色 (lOYR%）の重埴土が 2~3

?91， ④更に下には握りこぶし大の円礫磨， ⑤斜交層理をもつイラガソ砂岩とよ

ばれる新第三紀の堆菰物という層序が見られる。

1 月中旬に現場を訪れた時， 丁度鎌で収穫作業を 行なっていた。 1981年の場

合最初の耕起を 7 月に行ない 1 か月おいて畜力覆土砕土具 (paragos) を最初

の梨溝に直角にひかせる。paragos �'i. kalmot と同様の農具だが竹製である。

20c11t長の枝をつけて竹を切り， その枝を下向きに突き出させるように竹を並べ

る（第 3 図(c)参照）。 8 月末までに耕起・砕土作業を 3 回くり返す。 9 月初旬に

バットグアノとまぜた籾を散播した。 苗立ちしたところで梨を浅くかけて畝立

てをする。播種巌は lcavan=44kg/Jza程度である。畝間の除草は 1 回以上行な
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う。除草用 paragos は地措え用と異なり幅20mの小型である。収蓋はやせた

地味を反映して30ca-van=l.3 トン／ha と低い。 品種は bensir という在来種が

よく使われる。籾の長幅比は2. 6, 無芭でフェノール反応プラスであった。

この散播中耕陸稲はこの地域に広く行なわれるが， 普通の点播法も行なわれ

ていて， どちらが多いとはいえない。 シェラマドレ (Sierra Madre) 山脈ま

で続く丘陵地帯にほ鍬， 梨ー Paragas で地栴えをして筋状に点播する栽培方

式による陸稲畑が広い。

聞きとりを行なった初老の農夫の両親はイロコスノルテから60年前に移住し

てきたものである。父親が既に散播中耕法を行なっていたという。 この事から

みると散播中耕法はイロコスでも行なわれるのかもしれないが， しかし lithao

はない。

この畑は以前はクラヒプ草原であったが10年前にこの農夫が畑に開いた。 こ

の地城もやがてマガット (Magat) 川かんがい計画の 水路が伸びてくる予定で

ある。そうなるといずれ過渡的には湛水散播へ， そして更に移植水稲へと その

形態を移行させる場面が生じてくると思われる。

3. 焼畑の陸稲

焼畑は公的には禁止されているけれども， カガヤン河谷でも東部のツェラマ

ドレ山脈前山部では普通に行なわれている。 カガヤン州の首都トゥグェガラオ

から北へ約30km, バ イバヨグ (Baybayog) から東へ折れてバッガオ（Baggao)
． ． ． ．

の盆地に入る。 この盆地には丘陵のすそに傾斜水田がしばしば見られる。 傾斜

田の下端部には低い畦があり 水をためるが， 上部は水がかからず：畑状態であ

る。 このような水田は常畑から水田への移行過程を示す面白いものである。更

に東へ進むとやがてシェラマドレ山脈の前山斜面で行なう焼畑が現われる。 バ

ッカ牙から東へlOk砥地点での開きとり内容は次のとおりである。焼畑は30
°

程

の急斜面で行なわれている。 聞きとり相手はイロコスからの移民である。

岱 3 月に親戚や隣人が集まって共同で高さlOm前後の溜木林を伐採する。 4月

に焼いて整地する。 5 月に掘棒で穴をうがち点播する。 その後トウモロコシを
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同様に点播する。豆類， ニソニ ク， 野菜， タ バ コ苗等も植える。除草はしばし

ば行なう。 10月に穂摘ナイフで収穫する。脱殻は木の臼とたて杵で行なう。石

油カン 3 杯の種子を播種すると同70杯の収穫があるという。 使われている品種

はararamang, gabao, balkatan, arimurang（モチ米）等である。 これらの

籾は長幅比が 2.2 前後， フェノール反応マイナス， 有茫でかなり大粒であり，

いわゆるプル(bulu)とよばれる稲であろう。 この農夫は当地へ移住後バッ

ガオで入手したものである。

3年間耕作を続けた後， バ ナナ， ココ ヤツを植えて穀作は他の焼畑耕地に移

す。主食はモチ稲のトウモロコツであり， 臼でついて砕粒にし， 米と同様に炊

く。

イロコスはルソ‘ノ島での稲作先進地帯であるにも拘わらず， イロカノ移民が

移住先の現境に順応してこのような焼畑耕作を行なっている事例は多い。 バタ

ンガス移民はこの点異なり， 自分達の文化的同一性を守る傾向が強いように思

われた。

＂ 稲品種について

これまでの記述の中に時折稲品種の形質に簡単にふれる場合があった。私は

稲の分類について全くの素人であるが， ルソン島での調査期間中， 土と共に稲

品種の収集も多少行ない， 簡単な観察も試みた。参考迄にその結果を第1表に

示した。

フェノール反応は籾を 2 ％のフェノール溶液に30℃で 1 晩浸演し， とり出し

て自然乾燥後着色反応をみた。 また長幅比は籾10粒について測定を行ない平均

値をとった。比較の為に水稲の結果もあげている。

結果を見ると，農業生態的に差異の認められる地城性が稲品種の点でもやは

り現われている印象が強い。南ルソンの陸稲はフェノール反応マイナス， 丸み

の強い粒形， 無芭のものが多い。 北ルソ ‘ノカガヤ‘ノ河谷の焼畑の稲はやはりフ

ェノール反応マイナス， 丸みの強い粒形， 有芭のものが多い。同地域低地水稲
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第1表 若千の稲籾の形態

品 種 名 等 採集地
籾長籾幅長

比
幅フェノ ー 茫

有無
のノ 頴

有
毛の

ル反応 無

南ルソン

kinanda 

malaket 

油2irhe?t

buluhan 

tihan 

makapo!epusa 

mapulut 

北ルソソ

?na妬如nu

gandi” 

arara,nang 

gabao 

arimura” 

balkatan 

malaket 

matay邸a

狐ilai malaket 

wagwag fi加

初agwag aga 

如？tsir

mir
．

agurosa 

unot 

bulik 

”“lai 

rami加domil

tina”“°” 

tina幻如n

pinidua 

“ma”gan 

ifuyan 

pakuy 

陸稲

陸稲， モチ

陸稲

陸稲

陸稲

陸稲

水稲， モチ

水稲

水稲

焼畑

焼畑

婉畑

焼畑

水稲， モチ

水稲

水稲， モチ

水稲

水稲

陸稲

水稲

焼畑

水稲

水稲

水稲

?ll/Jt 呻

Lipa 6.8 3.3 2. 1 

Tagaytay 9. I 3.2 2.8

Taga.ytay 7.5 2.7 2. 7 

Tagaytay 7.2 3.2 2.3 

Lopez 6.6 3.0 2.2 

Naga 7.2 3.3 2.2 
Legazpy 8.2 3.4 2.4 

Aparri 7.4 2. 7 2.8 

Aparri 8.0 2.5 3.2 

Bag邸0 8.2 3.6 2.3 

Bag要0 7.7 3.5 2.2 

Baggao 8.3 3. 7 2.3 

Baggao 7♦ 6 3.5 2.2

Tuguegarao 9. 2 3. 2 2. 9 

Tuguegara.o 8. 3 3. 2 2. 6 

Tuguegarao 9. 2 3. 2 2. 8 

Tuguegarao 7.1 2. 9 2. 4 

Tuguegarao 7. 4 3. 1 2. 4 

Cauayan 7.9 3. 1 2.6 

Tabuk 7.3 3.5 2◆ l 

Tabuk 7.7 3.4 2.3 
Tabuk 8.3 3.3 2.4 
Tabuk 7.9 3.2 2.5 

Bayombong 8. 2 2. 5 3. 3 

水稲，主作季 Banawue 8. 0 3.6 2. 2

水稲， 主作季 Banawue 7.6 3. 7 2. 1 

水稲，裏作季 Banawue 8. 7 3.0 2.9
水稲， モチ Bontoc 7.9 3.5 2.3 
水稲 Bontoc 7.7 3.2 2.4 
水稲 Bontoc 7.9 3.4 2.3 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 
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はフェノ ー ル反応プラスが多いが形は長粒から短粒にわたる。 イフガ才，

トックの棚田地帯では主作季の米はフェノール反応マイナスで丸みの強いもの

ボソ

だが， 裏作季の米はフェノール反応プラスで長粒種が含まれる。大雑把にまと

めると南ルソソの陸稲， 北ルソンの焼畑陸稲， 山岳地帯の棚田にはどちらかと

いえばジャボニカ的な稲が普通に見られる。 これに対し北ルソソでも低地部の

水稲にはインディカ的な米が多いように考えられる。

＞ お わ り に

バクンガスとカガヤンの陸稲栽培について簡単に記述した。 パクンガスの陸

稲栽培は何といっても火山性地形が立地現境として大きく作用している。そし

て畜力畝立て・中耕除草具の発達を見るような安定したedaphic climaxを形

成している。 一方カガヤンのそれはいわば焼畑陸稲から移植水稲への移行過程

に発生する諸形態を呈し， 安定相ではない。先に少しふれた傾斜水田等もその

象徴的存在である。 ここではふれなかったが， カガヤン河谷の水田地帯もイロ

カノが開発を始めた初期の頃は全くの陸稲栽培技術に依存していたのである。

ルソン島の稲作はジャボニカやプル系の品種群をもつ陸稲栽培を中心に発達

してきたものであろうというのが私の受ける印象である。 このことに関連して

注目されるのは沿岸部低湿地の稲作技術に見るべきものがないことである。

低湿地は殆んど稲作に利用されずむしろ圧倒的に養魚池として利用されてい

る。

西岸気候区では甘蕪， 東岸気候区ではココヤツを植え， その中に陸稲とトウ

モロコ ヽンを作り， 沿岸部で魚を捕る。 ルソン島の脹業生態的骨格はこのような

ものであったろうと考えている。
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